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沖縄県宮古島市平良下里方言 
 

 

 

【沖縄県宮古方言区画】 宮古諸島は、宮古島、大神島、

来間島、池間島、伊良部島、下地島、多良間島、水

納島の８つの島からなる。宮古諸島の言語は、琉球

方言区画上、八重山方言、与那国方言とともに南琉

球に属し、①宮古本島（来間島も含む）、②大神島、

③池間島、④伊良部島、⑤多良間島（水納島も含む）

に下位分類される。また、中本（1976）、内間（1984）

では、宮古本島方言は、さらに本島北部方言（大浦・

島尻・狩俣）と南部方言（大浦・島尻・狩俣以外の

集落）に分かれる傾向があるとしている。 

【宮古方言について】 宮古方言は、南琉球の中でも独

自性が強く、八重山方言のように沖縄方言の影響は

あまりみられない。 

宮古方言の母音は/ i ï e a o u /の６母音が認

められる。/ï/は、/'ї/、/kї/、/ɡï/、/sї/、/zї/、

/cї/、/pï/、/bï/のようにあらわれ、主に共通語の

イ段に対応する。音声的には、摩擦噪音を伴って発

音されることがあり、[psïtu]（人）のように無声子

音と結合するときは[s]を伴い、[bzïː]（藺草）[mazï]

（米）のように有声子音と結合するとき、または単

独であらわれるときには[z]を伴う。 

子音の特徴としては、共通語のハ行子音に対応す

る p音が盛んにみられること（ただし池間島、池間

島から分村した伊良部島佐良浜、宮古島市西原を除

く）、[fuɡï]（首）[ffa]（子）[vva]（お前）のよ

うに唇歯音/f//v/が認められること、[mtsï]（道）

[kav]（被る）のように単独で拍を形成する/v/、/m/

がみられること等があげられる。 

動詞も特徴的で、宮古方言では、いわゆる終止形

に[sakï]（咲く）と[sakïm]（咲く）の２形がみられ、

[sakï]はいわゆる連用形、連体形に対応する位置に

もあらわれる。これは、他の琉球方言と大きく異な

るところである。また宮古方言では、共通語の五段

活用にあたる動詞と一段活用にあたる動詞の区別が

保たれており、北琉球方言に比べ、ラ行四段（五段）

動詞との統合が進んでいない。これも宮古方言の特

徴の一つであるといえる。 

形容詞においても宮古方言は特徴的で、

[takakaï]（高い）のように「高く〈連用形〉＋あり」

からなるいわゆるカリ活用がみられる（宮古方言以

外には奄美方言の一部でみられる）。その他の琉球方

言では、沖縄を中心に、奄美、八重山、宮古多良間

島の形容詞は、「さ＋あり」の融合した形が用いられ

ている。例えば、沖縄首里方言では、「高い」は「タ

カサン」である。また宮古方言では、「高い」は畳語

形式の「タカータカ」や「もの」が結合した「タカ

ムヌ」のようないわゆる終止形相当の語がみられる

のも特徴的である。 
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【表記について】 いわゆる中舌母音は、小さい「ゥ」

を添えて次のようにあらわす。 

/'ї/＝イゥ、/kї/＝キゥ、/ɡï/＝ギ、/sї/＝シゥ、 

/zї/＝ジゥ、/cї/＝チゥ、/pï/ =ピゥ、/bï/＝ビゥ 

唇歯音の/f/は、/fa/＝ファ、/fo/＝フォ、/fu/=

フとする。単独で拍を形成する子音は、/m/＝ム  、

/v/＝ヴ とする。 

【調査概要】 本稿の記述は、基本的に宮古島市平良下

里で生まれ育った高年層話者への聞き取り調査資料

をもとに行っている。 

 

沖縄県宮古島市平良下里方言の活用表 

《動詞：ａ類》 

類別 
活用形 

a１類 書く a１類 読む a１類 笑う a１類 言う a２類 居る a３類 死ぬ 

終 

止 

類 

断定 

非過去 

カキゥ 

カキゥム 

ユム バロー 

バローム 

アイゥ 

アイゥム 

ウイゥ 

ウイゥム 

シゥン 

断定 

過去 

カキゥタイゥ ユムタイゥ バロータイゥ アイゥタイゥ ウタイゥ シゥンタイゥ 

命令 カキ ユミ バライ アイゥジ ウリ シゥニ 

シゥニル 

禁止 カキゥナ ユムナ バローナ アイゥナ ウイゥナ シゥンナ 

意志 カカ 

カカディ 

ユマ 

ユマディ 

バラー 

バラーディ 

アイゥザ 

アイゥザディ 

ウラ 

ウラディ 

シゥナ 

シゥナディ 

推量 カキゥパジゥ ユムパジゥ バローパジゥ アイゥパジゥ ウイゥパジゥ シゥンパジゥ 

接 

続 

類 

連体 

非過去 

カキゥ ユム バロー アイゥ ウイゥ シゥン 

連体 

過去 

カキゥタイゥ ユムタイゥ バロータイゥ アイゥタイゥ ウタイゥ シンタイゥ 

中止 カキ 

カキッティ 

ユミ 

ユミッティ 

バライ 

バライッティ 

アイゥジ 

アイゥジッティ 

ウリ 

ウリッティ 

シゥニ 

シゥニッティ 

仮定 

 

カカバ 

カキゥチゥカー 

ユマバ 

ユムチゥカー 

バラーバ 

バローチゥカー 

アイゥザバ 

アイゥチゥカー 

ウラバ 

ウイゥチゥカー 

シゥナバ 

シゥンチゥカー 

理由 カキバ ユミバ バライバ アッジバ ウリバ シゥニバ 

シゥニリバ 

派 

生 

類 

否定 カカン 

カカジャーン 

ユマン 

ユマジャーン 

バラーン 

バラージャーン 

アイゥザン 

アイゥザジャーン

ウラン 

ウラジャーン 

シゥナン 

シゥナジャーン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 カカシゥ 

カカシゥミイゥ 

ユマシゥ 

ユマシゥミイゥ 

バラーシゥ 

バラーシゥミイゥ 

アイゥザシゥ 

アイゥザシゥミイゥ

ウラシゥ 

ウラシゥミイゥ 

シゥナシゥ 

シゥナシゥミイゥ 

受身 カカイイゥ ユマイイゥ バラーイイゥ アイゥザイイゥ ウライイゥ シゥナイイゥ 

可能 カカイイゥ 

カキゥウーシゥ 

ユマイイゥ 

ユムウーシゥ 

バラーイイゥ 

 

アイゥザイイゥ 

△アイゥウーシゥ

ウライイゥ 

ウイゥウーシゥ 

シゥナイイゥ 

シゥンウーシゥ 

尊敬 カカマイゥ 

カカサマイゥ 

ユママイゥ 

ユマサマイゥ 

バラーマイゥ 

バラーサマイゥ 

アイゥザマイゥ 

アイゥザサマイゥ

ウラマイゥ 

ウラサマイゥ 

シゥナマイゥ 

シゥナサマイゥ 

継続 カキウイゥ ユミウイゥ バライウイゥ アイゥジウイゥ （該当形 欠） シゥニウイゥ 

希望 カキゥブシゥカイゥ ユムブシゥカイゥ バローブシゥカイゥ アイゥブシゥカイゥ ウブシゥカイゥ シゥンブシゥカイゥ 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《動詞：ｂ類・来る・する》 

類別 
活用形 

ｂ類 見る 来る する 

終 

止 

類 

断定 

非過去 

ミーイゥ 

ミーム 

キゥシゥ 

キゥシゥム 

ッシゥ 

ッシゥム 

断定 

過去 

ミータイゥ キゥシゥタイゥ ッシゥタイゥ 

命令 ミール クー ッス 

禁止 ミーイゥナ キゥシゥナ ッシゥナ 

意志 ミー 

ミーディ 

クー 

クーディ 

スー 

スーディ 

推量 ミーイゥパジゥ キゥシゥパジゥ ッシゥパジゥ 

接 

続 

類 

連体 

非過去 

ミーイゥ キゥシゥ ッシゥ 

連体 

過去 

ミータイゥ キゥシゥタイゥ ッシゥタイゥ 

中止 ミー 

ミーッティ 

キゥシ 

キゥシッティ 

シ 

シッティ 

仮定 

 

ミーバ 

ミーイゥチゥカー 

クーバ 

キゥシゥチゥカー 

スーバ 

ッシゥチゥカー 

理由 ミーリバ キゥシバ ッシバ 

派 

生 

類 

否定 ミーン 

ミージャーン 

クーン 

クージャーン 

スーン 

スージャーン 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

使役 ミーシゥミイゥ クーシゥミイゥ 《シゥミイゥ》 

受身 ミーライイゥ クーライイゥ 《シゥミライイゥ》 

可能 ミーライイゥ 

△ミーイゥウーシゥ 

クーライイゥ 

△キゥシゥウーシゥ 

《ナイゥ》 

尊敬 ミーマイゥ 

ミーサマイゥ 

《ンミャーイゥ》 《アサマイゥ》 

継続 ミーウイゥ キゥシウイゥ シウイゥ 

希望 ミーブシゥカイゥ キゥシゥブシゥカイゥ ッシゥブシゥカイゥ 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 
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《形容詞・形容名詞述語・名詞述語》 

 赤い 上手（だ） 生徒（だ） 

終 

止 

類 

断定非過去 アカカイゥ 

アカカム 
アカーアカ 

ジョージゥ シートゥ 

断定過去 アカカタイゥ ジョージゥヤタイゥ シートゥヤタイゥ 

推量 アカカイゥパジゥ ジョージゥヤイゥパジゥ シートゥヤイゥパジゥ 

接 

続 

類 

連体非過去 アカカイゥ ジョージゥナ 《シートゥヌ》 

連体過去 アカカタイゥ ジョージゥヤタイゥ シートゥヤタイゥ 

中止 アカカリ 

アカカリッティ 

ジョージゥヤリッティ 

ジョージゥヤシーッティ 

シートゥヤリッティ 

仮定 

 

アカカラバ 

アカカイゥチゥカー 

ジョージゥヤラバ 

ジョージゥヤイゥチゥカー 

シートゥヤラバ 

シートゥヤイゥチゥカー 

理由 アカカリバ 

アカカイバ 

ジョージゥヤリバ 

ジョージゥヤイバ 

ジョージゥヤーバ 

シートゥヤリバ 

シートゥヤイバ 

シートゥヤーバ 

派 

生 

類 

否定 アカフニャーン ジョーッザアラン シートゥヤアラン 

なる アカフナイゥ 

アカーアカナイゥ 

ジョージゥンナイゥ シートゥンナイゥ 

丁寧 （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

のだ （該当形 欠） （該当形 欠） （該当形 欠） 

 

１．動詞の活用の特徴 

（１）活用型と語類の対応 

a 類(五段動詞)はⅠ型、b 類動詞（一段動詞）は

Ⅱ型とⅠ型 r、「来る」はⅠ型 k{k}、Ⅰ型ｓ{kïs}、

Ⅰ型ｒ{kuRr}、「する」はⅠ型 s{s}と{Qs}の活用型

を持つ。 

a1 類には、「読む」のように断定非過去形と連体

非過去形の末尾が成拍的子音となる語がみられる。

また「笑う」のように断定非過去形と連体非過去形

の末尾が連母音の融合によって長音化している語も

みられる。「笑う」は[baraɸu]→[barau]→[baroː]

の変化を経ている。さらに「思う」は「ウムー」の

ようになり、ウ段長音となる語もみられる。「言う」

は、やや例外的な活用となる。意志形の「アイゥザ」

や中止形の「アイゥジ」等のように/ｚa/や/zi/の拍

がみられるが、これは[azï]の摩擦噪音が発達したも

のであると考えられる。平良下里方言では/ ̛ ï/は音

声的に[ï]～[zï]のように摩擦を伴う。a1類と a２類

の活用は、同じようにみえるが、断定過去形、連体

過去形においては、基幹尾略に「タイゥ」（古典語の

「たり」に対応）が後接した形、希望形においては

基幹尾略に「ブシゥカイゥ」（「欲しかり」に対応）

が後接した形となる点で異なる。 

a3 類の「死ぬ」は、Ⅰ型ｎ{sïn}の活用形を持つ

が、命令形において「シニゥ」と「シニル」、理由形

において「シゥニバ」と「シゥニリバ」のようにⅠ

型ｒ{sïnir}も併用されている。これは、古典語にお

けるナ行変格活用の名残であると考えられる。 

b類動詞「見る」の意志形は「ミー」、否定形は「ミ

ーン」であり、北琉球方言のように b類動詞のラ行

四段（五段）への統合は進んでいない。 

 「来る」の意志形、命令形の「クー」は、/ko/に

遡る。Ⅰ型ｓは、/i/と/ï/と結合するときにあらわ

れる。 

「する」は{s}と{Qs}の型があらわれるが、{Qs}

は/sir/の音変化によるものである。例えば、命令形

の「ッス」は/siro/から、理由形の「ッシバ」は

/sureba/からの変化によるものである。 

 

（２）各活用形の特徴 

〈断定非過去形・連体非過去形〉 

断定非過去形は、２つの形があらわれる。例えば

「書く」「見る」「来る」「する」は、それぞれ①「カ

キゥ」「ミーイゥ」「キシゥ」「ッシゥ」、②「カキゥ
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ム」「ミーム」「キシゥム」「ッシゥム」という形になる。

「書く」を例にみると、①「カキゥ」は、共通語の

いわゆる連用形「書き」に対応する形であり、②「カ

キゥム」は「書きむ」に対応する形であると考えら

れる。しかし「ム」については、服部(1978)による

推量の助動詞「も」とみる説や平山他(1966)による

「もの」とみる説もある。また、①の成立について、

平山他(1967)、名嘉真(1992)などのように宮古方言

の「カキゥ」にも「居り」が融合しているとみる説

もある。これによれば独自発達の新しい姿となる。 

②「ミーム」は、「ミーイゥム」からの変化による

ものであると考えられる。  

連体非過去形は、断定非過去形①と同形で、「書

く」「見る」「来る」「する」は、それぞれ「カキゥ」

「ミーイゥ」「キシゥ」「ッシゥ」となる。 

・ジゥーユ カキゥ（字を書く）。 

・バガ カキゥムドー（私が書くぞ）。 

・カキゥ ピトゥ（書く人）。 

〈断定過去形・連体過去形〉 

 断定過去形、連体過去形は同形で、a 類において

は基幹イゥ段に「タイゥ」（古典語「たり」に対応）

を後接した形である。例えば、「書く」の断定過去形、

連体過去形「カキタイゥ」は、「書きたり」からの変

化によって成立したものである。 

ただし、a２Ｗ類の「居る」においては、基幹尾

略にタイゥが後接した「ウタイゥ」という形になる。

他に「ある」の断定過去形も同様に「アタイゥ」と

なる。 

・ウキゥナーンカイ イキゥタイゥ（沖縄に行

った）。 

〈命令形〉 

 a 類動詞「書く」の命令形「カキ」は、/kake/か

らの変化によって成立した形である。a3類の「死ぬ」

の命令形は「シゥニ」の他にⅠ型ｒの「シゥニル」

も併用されている。これは、ナ行変格活用の名残で

ある。b 類動詞「見る」の命令形は「ミール」であ

りⅠ型rの形式をとる。/miro/からの変化であると

考えられる。「来る」の命令形は「クー」であり、/ko/

に遡る形である。「する」命令形「ッス」は/siro/

に遡る。 

・ピャーピャーティ カキ（早く書け）。 

・クリュー ミール（これを見ろ）。 

・アツァ クー（明日来い）。 

〈禁止形〉 

基幹イゥ段（＝断定非過去形①）に「ナ」が後接

し、禁止の意味をあらわす。 

  ・ジゥーユ カクナ（字を書くな）。 

  ・ユムナ（読むな）。 

  ・ッシゥナ（するな）。 

〈意志形〉 

「カカ」「ミー」「クー」「スー」のように単独で

用いられる形と、「カカディ」「ミーディ」「クーディ」

「スーディ」のように「ディ」伴った形の２形が併

用されている。 

・ジゥーユ カカ（字を書こう）。 

・バガ カカディ（私が書こう）。 

〈推量形〉 

断定非過去形①に「パジゥ」が後接し推量の意味

をあらわす。語形は、共通語の「はず」に対応する

ものであるが、意味的には異なり「たぶん～だろう」

いう意味で用いられる。「パジゥ」は過去形にも付く。 

・アツァマイ ゾー ワーチゥキゥ ナイゥパジ

ゥ（明日も良い天気になるだろう）。 

・カリャー イキゥパジゥ（彼は行くだろう）。 

・カリャー イキゥタイゥパジゥ（彼は行っただ

ろう）。 

〈中止形〉 

基幹イ段単独の形、または基幹イ段に「ッティ」

が後接した形が用いられる。「ッティ」は「して」が

変化したものと考えられる。 

・アツァガミ カキ クー（明日まで書いて来

い）。 

・カキッティカラ アスパディ（書いてから遊

ぼう）。 

「書いて」の否定の形は「カカダナシー」が用い

られる。 

中止節を作る形ではないが、基幹イ段に「は」に

相当する助詞「ヤ」が融合した形も用いられ、「マイ」

を伴い、逆接仮定「～ても」をあらわす。 

・イキャーマイ シゥマイウイゥ（行っても終

わっている）。「イキャー」は「イキ＋ヤ」の

変化。 

〈仮定形〉 

a 類動詞においては基幹ア段、b 類動詞において
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は基幹イ段、「来る」「する」においては基幹ウ段長

音形に「バ」が後接した形が用いられる。また基幹

イゥ段に「チゥカー」が後接した形も用いられる。

「チゥカー」は「てから」が変化した形であると考

えられる。 

・バガ カカバ ユマディナ（私が書いたら読

むか）。 

・アツァー アミヌ フイゥチゥカー フニャ

ー イディムパジゥヤー（あした雨が降れば，

船は出ないだろう）。 

否定の形は、a 類動詞においては基幹ア段、b 類

動詞においては基幹イ段、「来る」「する」において

は基幹ウ段長音形に「ダカー」が後接した形が用い

られる。「ダカー」は、「ディ＋アラン（「あらぬ」に

対応）＋カラ」の変化であると考えられる。 

・アツァー アミヌ フラダカー フニャー  

・イディドゥ ッシゥパジゥヤー(あした雨が

降らなければ，船は出るだろう)。 

〈理由形〉 

基幹イ段に「バ」が後接した形が用いられる。 

・マイニチゥ アミヌ ッフイバ キゥンヌ 

カーラカン（毎日雨が降るから、衣が乾かな

い）。 

〈否定形〉 

基幹ア段に「ン」「ジャーン」が後接した形が用

いられる。「ン」は「ぬ」から、「ジャーン」は「デ

ィ」に「あらむ」が後接した形からの変化である。

両者はどちらも否定をあらわすが、前者は、状態の

打ち消しを、後者は意志の否定をあらわすとされる。 

・カリャー ンナダ カカン（彼はまだ書かな 

い）。 

・ノーバシーヌクトゥヌ アラバマイ バーヤ 

カカジャーン（どんなことがあっても、私は

書かない）。 

〈丁寧形〉 

宮古方言では、丁寧形に該当する形はみられない。 

これも１つの宮古方言の特徴である。 

〈使役形〉 

a 類動詞においては、基幹ア段に「シゥ」（「す」

に対応）、「シゥミイゥ」（「しめる」に対応）の両方

が後接し、使役をあらわす。b類、「来る」において

は、それぞれ「ミーシゥミイゥ」「クーシゥミイゥ」

のように「シゥミイゥ」のみが後接する。「する」の

使役は、「シゥミイゥ」が用いられる。「シゥミイゥ」

は、古典語の「しむ」と同源であると考えられる。 

・ウトゥトゥンカイ カカシゥ（弟に書かせる）。 

・ウトゥトゥンカイ カカシゥドゥ ッスッタ

ラ（弟に書かせたら）。「カカシゥドゥ ッス」

は、「書かせぞする」に相当し、強調の表現

となる。 

・カヌピゥトゥンカイ カカシゥミイゥ（あの

人に書かせる）。 

・ウトゥトゥンカイ シキンヌ ウキシゥミイ

ゥ（弟に受けさせる）。Ｎ直後の助詞ユ（「を」

に対応）は、ヌとなる。 

〈受身形〉 

a 類動詞は、基幹ア段に「イイゥ」（「れる」に対

応）が後接する。b類、「来る」は、それぞれ「ミー

ライイゥ」、「クーライイゥ」のように「ライイゥ」

（「られる」に対応）が後接する。「する」の受身は

「シミライイゥ」が用いられる。 

・シンシーン ナーユ カカイイゥ（先生に名

前を書かれる）。 

・シンシーン シゥカモー シゥミライイゥ（先

生に仕事をさせられる）。 

〈可能形〉 

基幹イゥ段に「ウーシゥ」がついて可能をあらわ

す。 

また受身形で示した「イイゥ」、「ライイゥ」も可

能の意味をあらわす。平良下里方言では両形とも能

力可能、条件可能の区別なく用いることができる。 

・ウトゥトー ジゥーユ カキゥウーシゥ（弟

は字を書くことができる）。 

・ウトゥトー ジゥーユ カカイドゥ ッシゥ

（弟は字を書くことができる）。 

   ・アミ ヤラバマイ イカイドゥ ッシゥ（雨

でも行ける）。 

   ・アミ ヤラバマイ イキゥウーサイサイ（雨

でも行けるよ）。 

〈尊敬形〉 

a 類動詞は、基幹ア段に「マイゥ」「サマイゥ」が

後接し、b類動詞は基幹イ段に「マイゥ」「サマイゥ」

が後接して尊敬をあらわす。「来る」は、「ンミャー

イゥ」、「する」は、「アサマイゥ」が用いられる。 
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・シューガドゥ カカマイゥ（お爺さんが書か 

れる）。 

・シューガドゥ ウキサマイゥ（お爺さんが受

けられる）。 

・シューガドゥ ンミャーイゥ（いらっしゃる）。 

・シューガドゥ アサマイゥ（お爺さんがされ

る）。 

〈継続形〉 

継続形は、「カキウイゥ」「ミーウイゥ」「キシウ

イゥ」のように基幹イ段に「ウイゥ」（「居り」に対

応）が後接してあらわされる。 

・ンナマドゥ カキウイゥ（今書いている）。 

・ンナマドゥ シーウイゥ（今している）。 

「結果」をあらわす用法として狩俣（1992）や名

嘉真(1991)では、「カキアイゥ」（「書きあり」に対応）

の形があらわれるが、平良下里方言では用いられず、

「結果」は、以下のようにあらわされる。「カカイウ

イゥ」は「書かれ-居り」、「シーウキゥ」は「し-置

く」に対応する形である。 

・ウマンドゥ カカイ―ウイゥ（ここに書いて

ある）。  

・カイガドゥ シーウキゥ（彼がしてある）。 

〈希望形〉 

a 類においては、基幹イゥ段に「ブシゥカイゥ」

（欲しかり）が後接し希望をあらわす。 

・バガドゥ カキゥブシゥカイゥ（私が書きた

い）。 

a２類の「居る」においては、基幹尾略に「ブシ

ゥカイゥ」が後接した「ウブシゥカイゥ」という形

になる。 

〈のだ形〉 

対応語形なし。 

準体助詞「の」に相当する形としては「ス」があ

る。 

・カキゥスヌドゥ マシゥ（書くのが良い）。 

 

２．形容詞・形容名詞述語・名詞述語の活用の特徴 

【形容詞】 

〈断定非過去形・連体非過去形〉 

平良方言は、いわゆるカリ活用であり、断定非過

去形は、「赤い」を例に示すと①「アカカイゥ」と②

「アカカム」の２形があらわれる。①は「赤くあり」、

②は「赤くありむ」に対応すると考えられる。その

他に③「アカーアカ」など畳語形「語幹長音形＋語

幹」があり、よく用いられる。連体非過去形は、断

定非過去形①と同形で「アカカイゥ」である。 

・ウヌ ナイゥザ アカカイゥ（この実は赤い）。 

・ウヌ ナイゥザ アカカム（この実は赤い）。 

・ウヌ ナイゥザ アカーアカー（この実は赤

い）。 

・アカカイゥ ナイゥ（赤い実） 

〈断定過去形・連体過去形〉 

断定過去形と連体過去形は同形であり、「赤い」

は、「アカ（語幹）カ（尾略）タイゥ（古典語「たり」

に対応）」となる。これは、「赤くありたり」に対応

すると考えられる。 

・ウヌ ナイゥザ アカカタイゥ（この実は赤

かった）。 

〈推量形〉 

動詞と同じように、断定形に「パジゥ」が後接し

推量の意味をあらわす。非過去形では①のほか③の

畳語形にも付く。 

・ウヌ ナイゥザ アカカイゥパジゥ（この実

は赤いだろう）。 

・ウヌ ナイゥザ アカーアカパジゥ（この実

は赤いだろう）。 

〈中止形〉 

「語幹-イ段（カリ）」単独の形、「語幹-イ段」に

「ッティ」が後接した形が用いられる。「ッティ」は

「して」の変化と考えられる。 

・カラッザ アカカリッティ ミーヤ オーオ

ー（髪が赤くて目が青い）。 

中止節を作る形ではないが、「アカカリ」に「は」

に相当する助詞「ヤ」が融合した「アカカリャー」

という形も用いられ、「マイ」が付いて、逆接仮定「～

ても」をあらわす。」 

・イシゥカ アカカリャーマイ ジョーブン（い

くら赤くても良い）。 

・クヌ ピゥトー カーギヤ バイゥカリャー

マイ  キゥモー カギカム（この人は、容姿

が悪くても心は美しい）。 

〈仮定形〉 

「語幹-ア」段に「バ」が後接した形と「語幹-イ

ゥ段」に「チゥカー」が後接した形が用いられる。
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「チゥカー」は「てから」に対応すると考えられる。 

・アカカラバドゥ マシゥ（赤ければ良い）。 

・アカカイゥチゥカー マシゥ（赤ければ良い）。 

 否定は、「語幹-ア段」に「ダカー」が後接した形

が用いられる。 

・アカカラダカー カーディ（赤くなければ買

おう）。 

〈理由形〉 

「語幹-イ段（カリ・カイ）」に「バ」が後接した

形が用いられる。 

・アカカリバ カージャーン（赤いので買わな

い）。 

〈否定形〉 

「語幹-フ」に「ニャーン」が後接し否定をあら

わす。 

・ウヌ ナイゥザ アカフニャーン（この実は

赤くない）。 

〈なる形〉 

「語幹-フ」に「ナイゥ」（「なり」に対応）が後

接した形、「語幹長音形-語幹」に「ナイゥ」が後接

した形が用いられる。 

・キーヌドゥ タカフナイゥ（木が高くなる）。 

・キーヌドゥ タカータカナイゥ（木が高くな

る）。 

〈丁寧形〉 

動詞と同じように、宮古方言では丁寧形に該当す

る形はみられない。 

〈のだ形〉 

対応語形なし。 

準体助詞「の」に相当する形としては「ス」があ

る。 

・アカカイゥスドゥ マシゥ（赤いのが良い）。 

 

【形容名詞述語・名詞述語】 

〈断定非過去形・連体非過去形〉 

平良下里方言では、形容名詞述語・名詞述語とも

に断定非過去形は、「だ」に相当する語尾は付かない。

従って「ジョージゥ（上手）＋ヤイゥ」、「シートゥ

（生徒）＋ヤイゥ」の形は用いられない。「シートゥ

（生徒）＋サーイ」のように「よ」に相当する終助

詞を伴った形があらわれる。 

連体非過去形において、形容名詞述語では、「ナ」

の形が用いられる。 

・ジョージゥナ ピゥトゥ（上手な人）。 

名詞述語の連体非過去形において、「生徒である

人」に相当する形はない。ただし名詞の連体用法に

おいては助詞「ガ」（が）、「ヌ」（の）が用いられ、

承ける体言によって区別される。「生徒」は「ヌ」で

承けるが、代名詞、人をあらわす名詞は「ガ」で承

け、それ以外の名詞は「ノ」で承ける傾向がある。 

・バガ ムヌ（私のもの）。 

・キーヌ ユダ（木の枝）。 

〈断定過去形・連体過去形〉 

平良下里方言では、形容名詞述語・名詞述語とも

に断定過去形・連体過去形ともに「ヤタイゥ」の形

が用いられる。「ヤタイゥ」の「ヤ」は「ヤイゥ」の

尾略である。 

・ブドゥイゥヌドゥ ジョージゥ ヤタイゥ（踊

りが上手だった）。 

・ブドゥイゥヌドゥ ジョージゥ ヤタイゥ ピ

トゥ（踊りが上手だった人）。 

・クヌ ピゥトー シンシー ヤタイゥ（この

人は先生だった）。 

・シンシー ヤタイゥ ピトゥ（先生だった人）。 

〈推量形〉 

動詞型イゥ段「ヤイゥ」に「パジゥ」が後接し推

量の意味をあらわす。 

・クヌ ピゥトー シンシー ヤイゥパジゥ（こ

の人は先生だろう）。 

〈中止形〉 

形容名詞述語の中止形は、「ジョージゥ＋ヤリッ

ティ」が用いられる。「ッティ」は「して」が変化し

た形と考えられる。また「ジョージゥ＋ヤ（尾略）

＋シーッティ」の形も用いられる。 

・ウヌ ピゥトー アーグマイ ジョージゥ 

ヤシーッティ ブドゥイゥマイ ジョー  

ジゥヤー（あの人は歌も上手で踊りも上手

ね）。 

 名詞述語の中止形、例えば「生徒で」は、「シート

ゥヤリッティ」の形があらわれる。 

〈仮定形〉 

形容名詞述語、名詞述語ともに「ヤラバ」「ヤ  

イゥ－チゥカー」が付いた形となる。 

・ジョージゥ ヤイゥチゥカー マシゥ（上手



 全国方言文法辞典資料集(2) 要地方言の活用体系記述  

- 154 - 

なら良いのに）。 

・ジョージゥ ヤラバ マシゥ（上手なら良い

のに）。 

・シンシー ヤイゥチゥカー マシゥ（先生な

ら良いのに）。 

・シンシー ヤラバドゥ ナイゥ（先生ならで

きるよ）。 

 否定の「先生でないなら」は「シンシー ヤアラ

ダカー」となる。 

〈理由形〉 

形容名詞述語、名詞述語ともに「ヤイバ」が付い

た形となる。「ヤイバ」は、「ヤリバ」「ヤーバ」とな

ることもある。 

・ブドゥイゥヌ ジョージゥ ヤイバ ピトゥ

ン  ドゥ シゥカイイゥ（踊りが上手なので人

に好かれる）。  

・ヤラビ ヤイバ シゥサッタン（子供なので

わからなかった）。 

〈否定形〉 

形容名詞述語、名詞述語においては、「名＋ヤ（尾

略）＋アラン（「あらぬ」に対応）」の形が用いられ

る。「ジョーッザアラン」は、「ジョージゥ ヤアラ

ン」の音変化によるものである。 

・カリャー ブドゥイゥッザ ジョーッザアラ

ン（彼は踊りが上手ではない）。 

〈なる形〉 

形容名詞述語、名詞述語ともに「ンナイゥ」（「に

なり」に対応）が後接した形が用いられる。 

・ブドゥイゥヌドゥ ジョージゥン ナイゥ（踊

りが上手になる）。 

・カリャー シンシーン ナイゥ（彼は先生に

なる）。 

〈丁寧形〉 

動詞、形容詞と同じように、宮古方言では丁寧形

に該当する形はみられない。 

〈のだ形〉 

対応語形なし。 

準体助詞「の」に相当する形としては「ス」があ

る。 

・シンシー ヤイゥスドゥ マシゥ（先生なの

が良い）。 
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